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堀場常務理事.日 本噛理紀串研究食り設立を昨秋

計甕鼓しまして本H二.丶 に多数來賓各位をお迎へ致

し各方画の篤志家φ淘に大きい御援幼の下に,又 衰

.が國奄彊廣 く物理化學蔚の御協力ゆ下に蘇に創立総

倉 を開 く,Pうにな.n#し たこ.と.は私共の洵に喜びと

tam第 であり富ナ・叢に訓文の続遒の報告を私が

さして戴 くζ.とは大變 な光簗の匝 りに存じます・本

日御來庫下 され零.した方々の中に11鞠理花學の專門

には甌係が跫い方.もございまナので甚だ失轟でござ

い慮すが,.最 初.に「言物理化學といふも.爾.がどう睦

ふ もりであ うかと.いふ ことに就でお9hを さして戴 き

たいと.思ふのであ.り..ます・

物珊 畔 は比較的化挙帥 セ新ら.しく開か械 し.

た部門でござ岐 して僻 反廱岨 理.翻 究ナat
いふ學問だと簡單に串 したらよいカ・と思ひ玄ナ・化

吊り他め部門同棣化學の深淵.なる理論を:探究するも

のでありまするiiiしども殉環仁學は特溺に化墨工業

賞際周題に密接な乙開係があ.る「と私は考へるのであ

りま.す.母 は隊米各園1.二於ける蜘 囲に燉Lま しても

亦拯 く.最近の我訴國の化墨工業に於1ナる物瑚化學.の

齪 の準歩fkaLて 硫 酵 蜘 されて居ると考

へ る.ρでございま..す9

扨 そ戮演園り化景工業の.歌殻.を只蜜ナと綬 々乎 と.

して某の遒歩ポ權玄一る所がないρ うな肌態であると

い舟 ζ・tiljidに御曜 歔 鯉 ござい・ます・厭締

國先逕輿の岨を摩.しどうT.ふ輿.な化學エ業に致しま

しても世界第一讙達弐は第二施の露,第 三波とは下ら

赴い所まで行って屠 る.のであ り.雲して1.祥共化李 を

專門にやつて1己}..り.ます者ナら碁の賞績 犂題いて麓く.

といrうたや うな歌思になつて居るといふことは毘力

の牽章り轎果であ 幗 戚の装揚 買に喜解 しいこと

であ.り.ま.す・大g十 三年の頃でござ4:#.し た,彼 ⑳

有名.な寰中窒素間定の仕毒 を初めらn#..し た ドイフ

の ハ ーバ ー博 士 が 日本 の化 學 工 業 を御 規 察 に お越 し

に な っ た時 に私 京 陬 地方 の工 場 を御案 内 申上 げ ま し

た りでey雲 す オ{其の時 ノ、一 ノiL奮嘩=kオt私tこlpさ オL

ま したの;には,ll本 は 雲だ某 礎冒ヒ學 ユニ乘 が磯 立 して

ゐ ない で は ない か,例 へ ば ア ル カ リ工秦 の如 きまだ

確 立 してゐ な いで は ない か,そ 劃 オ{染料 とか何 とか

難 しい 工業 を・Pっ て 居 るといふ ことは恰..も.盆栽 をい

ぢ くつ て植 木 の籖 培 を蜘 らぬ と同 じこ とだ と批 距 さ

れ て,私 共 何 と も串 さわ なか つ た ので あ り主 すが数

年 を 出で ず して ア ル カ リ工 業 も確 立 し 最 近 に聞 き

ま した こ とで あ り』ま す が,[lgeの ア ル カ.り..が環 に東
の

洋市場に田るばかりでなくヨーロツパまでどんどん

出て行 くといふ ことは洵に心掻い.ことで.あります.

ハーベー博士は紋年前物故さ.オしましたオも 若 しも窺

在のH本 の化母工暴 を御覧な.さい!し たならば如何

に此の逖歩の激 しい.かといふことに就で驚刺 しるこ

とと恩ひ.ます・併 し或はハーバー障士ぱL現 在の口

本の化學工梁は成残立汲に遒歩 して居る.併 し是は

ドイッ或はアメリ..カ,英園あたりの眞似.をして居る

に遒ぎ.ないではないか,と 云ふ風に批詳されδか.も

知れませぬ・若 しさういふや うなことを.啝きれたら

」くやはり邁答に困ずといSrPが 賀際り歌態でないか

と思びます.此 の事は膏々化墨め研究をして履 り霍

ナ者が淘にその力が及ばないこと,こよるのであ 賊

して恥.しい榛みであると思ひます。

兎に角吾が顕の化挙工業ボ現在魏…常に垂歩 して参

ったことに就 き雲して大髭喜ば しいことであります

るt{・.蜘 説 代叩 本の1牌 観 て槭.す 帥 上ぐ

る迄も.無く洵に憂慮すべき非常時であリ.掌す・それ.

で各聯円.り方々は其の專門々々に就 て色々御研究に

なつでゐる】鉾であ りませ うオζ膏々殉理イヒ學に就 きま

してみ.ましても;..悔を蹴て玉アOt.リカゆ欺態をみま

ナと是は亦厭洲め大職後非蓿な匙歩を致して居 りま
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ナ.先 づアメリ.カのことF21$て をきま して浦湖國を

珮て、.我が岡と.隣接 して居・.り裳.す所の.ソヴa.≠ ツ ト

の化學はどうであるか,こ れはまた最近非常.なる蓮

歩をし.たのであnま す・珠に化畢工粟に肥係 した方

面に於て長足の遘歩を.して居るのであ..り玄すrOシ

ヤの化學 といふ ものは勿論今まで可なり立汲な天オ

も幽て居 りまナけれどbと してさう大 したもの

ではなかつたのであ り雲すに拘 らず最近物理化學の

專門の難誌 も田來まして却々立汲な研究が出て居る

のであn .ま.す.で其の研究は無鈴純畢術的め研究で.

あnま .すけiしど.もそriを 見まナとそこに何か慧瞭が

あるや うに輝ひ.まナ・そ葬はa:と して將來の化學工

鑿の確立の2昆に國家が力.を入オレて居るといふ ことが

私共に萌かに惑ぜられる9りであ ります.ロ シヤリ瓢

ケ年計盡が「`丁な り成功 を牧めて屠ることは私共よく

聞か3fLて/1.L.と とであ りますが一それは單に煎工

暴 とか或 は:K工 業ぽかりでな く,も う少L奥 深い

考 を以て國家と..して鞠理化學の慶建にカを入れてlr;

るといふ ことが想像せ らiし.るのであ9｣#.

そ こで我が國に於 きまして私どももぢつとして居

る:畢には行か.ないのであ り.ま.す.吾々も職場に働 く

n士 同襟の決心で働かなければならぬ.併 し働(に

致 し§{し.てもやはり兵糧もいれば立減な武器.も持た

L.て戴 くといふ.ことが必要である.此 の鮎に對 して

どうしたらい.nと いふととを私共絡えず考へて1'}

りま し≧所Pfe'Fh#kに 東京り藤井榮三郎さんボ執忙

ll本の物理化學研究の践た使へ と言つて金三萬劉を

1:eUF3tt#し たg賓 に有雌ゾことで大いに感激致 し

まして早速帝阻學士陀艮櫓井先生の所へ礎 つて参IJ

享 して,如 何南を鈎使用.さして戴 き.ませ うかといふ

ことを御們:激r国二げまして,束 泉に於 きましては私

共り輝1に1.VOナ る片1η先生P:御 飆躑u」;げ,京

祁でほ舜の恩剛の大弔先魚,乂 京大糖長の松井先生

r:rs.を 致 しまして鐸にF幡 物靴 學蹴 飢 いふ

ものを作Uま して廣 く日準全閣に於ける鞠理化學者

の御協力嫻 ひました所皆快1御 承諾下制 ・ま砕

かくで本年り一月十六口に初めて理事會を開き本Fl

第一囘の役員會を.開きまLTこ 尉二於て日本鞠珊化

昂研究會り曾則が出來1=づ:た課であります・そこで
「只今創立總曾 を開

いて戴 くや うになつたのでござい

雷す・賓方而炉ら專門家は寡阪地方は勿諭東京から

も勿綸仙藁或は逋くは壅湾;.放 順あ.たりから.もお集

り下きいま」て文斯 く名士が多敏御來曾下さいまし

i■ ■L..
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たこと偉専か飼立め任にX73し た名と致 しaし て

flOicrい こ とでφ.韈 ネ

私丁3.」 ロツ.べの大畷の後英隕に渡 りま して初

めて酔 糺 雛 鞘 が私に申し財 あに・禰 は

ヨー.・.ツ・バ職弟ゆ時に何を研究Lて 展つ.た.か・.斯う

申さオtiたあであり主ナ・私共Eヰ・一・.リノξの瀞 の

時は職 のこ.と碕 く服刺;入 オげ 化學啝 理的の

研究をやウて1{D:ま した.あ.ち.らでは勲 化學者が

一蛭 命:になつて寧騨 幅 を考磐 れ切}紫9で

あ リ詈ξ.す南コr団巨最皐¢1:;Lド.イツり躍驚据艮を聞、き.震.づしとヨ

ーロツペ暖爭の時或はそjL以 上に管一生懸命にま場

に大學た+分 な.δ蓮絡を取つて必死犀ξなつて研究.を

して居:vt.い ふ.こa.であ ります・私共月本の現在め

歌態 を醸 ナ竃し`考ず碓 其ρ蟒嬰 を惑デるのであ り

ます・

それで日本」陶魂化辱」班究倉の使命と野ふものは決

して蝦い.ものではないのであ リ裳す・此の駄に騒 し

.まして第十六師團長,節 四師圃長閣下にもお話申上

げました.ら非常に贊成下 さい韲して,瓦 海軍の方に

も艦政本部長上田中月時閣下に も申しましたら大變侮

Ytr&下 さいまして陸海繭軍雨方iaiからも慮援 しよう

.といふ 二とで私も大鬱1臟 い耐 芋をして屠るのであ

りまナ・此の季會は單に研窄發表すa學 會でなくし

て研究倉 自強が蓮んで是れか ら.は化事をやらうとい

ふ決心で屠るのであり雲すか らどうfly.ん の十分

のi'〔{繝 麟 鮟 醐 ひ た い 礁 ふ ゆで あu｢す ・

uだ 簡 早 で こ ぎい ま す が,之 を以 て緩 遒報 告 と童 し

ai・(拍 手)

松 井 虚 長 本 臨 口本 物 理 化 離 研 卑愈 の節 一向h

総 會 を開.き まYi-Ri'り 窯 し て吾 々 の尊敬 す る所 り襖

井,藤 井 閘 先 生 φ 御 來 臨 を得 玄 した:ことは木 會 と致'

.し.まして洵 に 光 柴 の至 りで あ りま ナ し私 共 と して跳

一ヒもなy...喜と存 じ「磆 ります ・

只今 堀』易蚶 務 珪 事 か らll鵬.:,しま し.たや うに,オ こ愈

り綱 立 に な りfし た本 は學」問 を機 興 しf_vと いふ 薮

井 さん.JJ非 常 に 義 醸的 な心 か らな る多顧 の 寳 金 を頂.

戴 した:≒いr;・こ と.に基 くの で あ りま.して,.如qrし

マ某 ゆ金 を使 用 してH木 り鞠 理 化 摩 り犖 興 奪せ しむ

.う;カ、と.ヒ、リ;.ことrζ就.≒匸匠ま色k襖 ツト久=生の.御e見 を承

n家 して本 會 が 削 卑 ミfLbこ とに な つ たの で あ9.ま

す豆

.殫,.二私 拶七非 賓穿,;深 オ{出 る穫喜1fし
》ぺと忠 び まLナ..る

二 とは 櫻井 先 生は 我 が1:1禾 に於 け る物 理 化學 の第一

.1凾

畠.」
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鹸 奈?ゾL"k.一
松 井 曾 長

人者にお立ちになつた方であ ります・先生,二よつて

凵本の疂む理化學とい.5亀ものは創占うらiし・先生6.こよつ

て教へ ら{・,先生によつて1尉洞 したのであ 賊 す・

今II,口 本 の物理化扇界の非常に繁昌するや うにな

つた本に櫻井知生か6111て 屠 るのであpま.す.J)

先.曇kを木會ゆ最初眦 の總創 こ於てお迎へするとい

轟、ことは本曾と数 し玄しては私非涙が凋a程 嬉 しい

獅 であ 啀 事 紺 に良い機會 認 ま.nた や うに

思ひまして本會の前途に多宰あるや う.な感.じを有ち

まして淘'こ喜びに堪へない次第であntす ・

先生は今・一・ツパへ崩 にana#る 途 巾囎

めてお忙 しい時であるに.も拘 らず今囘特に京都にお

寄 切こなりiし て御出席下さいましたことは本曾の

前逾の洋々として把む前嶺であるや うな喜びを感ず

aの であ ります.橿 井先生が初めて東京大學で獅 竪

化學をお轟 じになofし てより以來今日に至る羣で

宇脚 己以上酬 日が縄つて居りま.す・其の間に於き

雲して物飛化昂と申しませi'YdtH本 に於ける學界

の蓮巨歩とセ㌔ミ噛ものは是は實'二驚 くべきものがありま

す.五 十年前 と今1.1では殆 ど隔.世の慧があるや うに

思ふのであ ります・
.併しながら一歩深 く退いて考へてみまナるといふ

と却々吾々は之 を以て滿足すべ きや うな歌憩 ξはな

いの ⑰ 馳 ナ。膏々喇 圍に行はれてゐ.る所の絶

ての二L業等に就 き.まして.も其の説桑は盛であっても

4ζの二【二藁 を起 した本はf+.「髷に霍るカ㍉ 日本の飼意」ζ

よつてIII來た所の工業が一つで も.あるか・.是は絶無

といつてもV.・.Lのであ ります・如何なる部門の仕事
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で あ つ て も其 の本 は皆 そ れ は歐 米 に於 て起 つ た もの

をUh=ic於 て改 良 したに鋤 ぎ な いの で あ 口ます.

學 術 上 の.色々 の理 論,色 々の正 しセ・景 麗,果 して 天

下 を支 配 す る4う.な 犖 術 な り議 鵠 な りが1.1本 でtuna

得 た か,殆 ど無 い とい つ て もい 、と私li.LI!ふの で あ

りまナ ・唯 現 在 の工 藁;の隆盛 で あ る とい ふ 外 見 に欺

か れ てH本 の 季 術 は非 常 に遡 ん だ といふ ・P5に 思 つ

た な らば是 は 韮常 な大 き な興0で あ ロ雲 す.私 は豫

オよて 日本 人 といふ もの に は獨 創 の才 は ない もの だ,

唯 眞 戯 ナ る天 才 りあ る國 民 であ る と僧 じて居 るの で

あ9ま す.日 本 人 とい ふ もの には深 淵 な る畢 帯 な り

技innを 編 み 鋤す 断 の,現 在 の世 界 と邏 つ た所 の

貴 界 に於 け る もの を見 る毆 をむ た ない 人PAで あ る・

唯 人 の ぞ っ た こ と を眞 似 す る.そ れ に 多少 の改 良 糞

mへ る.といふ こ とは 世 界に 類 を見 ない 天 才 を右 つ て

居 る國 民 な りとfじ て12rる.之 をrrunを 離 オし玄 して

例 へ ば スポ ー ツに於 て もil本 程 世 界 の有 ゆ るスポ 鴨

ツを眞 似 す る國民 は あ り雲せ ぬ.殆 ど世 界 各國 の λ

厳 隔 ツ をや つ で居 る、 而 も11木 尚イ∫の 劍 道 とか 柔 道

とか い ふ もの も其 の まLあ つ て 而 もア メ リカのx*

一 ウ
,イ ギ リxの スポ ー ツ,水 泳 で6i4::h9で もみ

ん な有 り.と有 ゆ る ス㎡ 一 ツ をや つ てk;る ・ さ うい ふ

閂 民 は世 界 に な い と私 はCiじ てM.る.如 何 に 【1本人

がdi4Aす る こ とに對 して熱心 で あ るか といふ こ とが

此 の 耳ボ ー ツの現 歌 を以 て も分 る.欧 米 に於 て或 る

畢 髭 が 田 て來 る.そ れ が 「1本に は;n:ち に傳 つ て來 るP

槙 儀 す る といふ 言 葉 には 一.ptiの言絣 が あ っ て何 等 の

債打 が ないや うに思 ひ 羣す が 決 して さ うで はあ.り4

ぜ ぬ ・ 飢 した所 の綜 の た#!.:其 の 糸 月 を見 つ!fるe

い ふ の は一 つ の事 棄 で あ る と同呼 に其 の 見 つけ られ

た糸 口 を巧 くほ どい て鼠 れ た所 を縞 虚 に 解 き去 る と

いふ こ と も大 き な仕 醇 で あ りまナ.簡 した絳 り 糸 口

を見 つ け る といふ 精 神 は 日本 人 に はや は 巳】鹸 乏 して

居7ま す ・ 甚 々日本 人 は 今 現 在 殴 に見 え る もの よ り

しか 見 る眼 を有 た な い,併 し一 几誰 かが 其 糸 口 を見

つけ て く1tさ へ す れば 其 の糸ugl#ど い て行 くとい

ふ こ とに非借 に 天 才 が あ る,と いふ のが 膏 々 口木 人

の學 問 に封 す る闘 係 の や うに 私はfdL'て 居 ります・

今 日,口 本 の學 術 は非 常 に引丘襖 さゴしll本 の ユニ彙 が非

営 に盛 ん に な つ て も私 は 丗 ぽ此 の憲 見 を捨 て よ うと

は思 ひ ま.せぬ ・ 此 のi.1本人 の長 所 と鹸 點 を併せ 認 識

す ると いふ こ とは・+i に々敢 も重 饗 な こ とで な い か.と

思 ひ ま す.
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今口りや う9二國際醐係とレ、』、もりカζ≠匡守営皆こ緊張致.

しまして岡家四民といふ ことばかりを人が思ふ雫 う

になnま した時に吾 々は如何に して衆が國防を充隻

し義が日本獨特の工藁 を盛んにするかといふことは

他ゆ時代よりは最 も必要 な時轡であります.さ うい

ふ時機に於て/}kの 俵乏 して居る所の新 らしい虞理.

を發見するといふ方にカを注ぐと同時に仙の蹴に於

て發見された工業なり學詮なUを 口本で以て模做す

ると同時にそれを改良 しそれを遒歩 して行 くといふ

:と.が非常な慮翼な伝事 となつて菩々ノ)頭の1=に か

ぶさつて來 るのであ り重ナ.

今 「亅は各種の工業の中でも殊に化畢工業といふ も

めガ非営に隆盛1.こなり袁して,現 にそれを反映する

一つの現象 と致 しまして京都帝國大學のfiは り化」摯

に關する攤 トには志望者が群わて來るのであ ります

定員の二倍三俵といふ」Pうな状展になつて來るので

あ9Eす.lei:京 都帝國大離りみでなくして世外め

大畢に於ても殘らず虻の現象 を示 して腫 ります・憂

は何を物語つて居るかp是 は今日の化季工藁界が非

常に隆盛な歌態に肉つて,xる といふ ことを示して居

るもりであ.リ雲「t.衄=のイ匕墨工業 とい;.も のはやは

り其の化學工業を起すに至づた本の起源があり曜難

がなくてはならぬのであnま す.

今堀嶋教授が串されましたや うに杓理化學 といふ

ものは化學反感の羅論を㎜明するがf$に 努力すδ學

問であ りまナ・絃て化學工業.といふものはやは り_

つの化畢反懸を慮用した一つり工業であ り玄すから

物琿化學Lといふものが.rと なつて働くでなかつたな

らば其の工業の逖歩鼓建といか こ とarら れませ

ぬ,是 に於てか日本り化畢工業が蜃んになればなる

ほど初理化學といふ もの.の研究とVふ 事は一fid,忽

にナペからざるもりとして吾 .tfi?k力 を嶺 して此駒

理化母り研究に邁蓮 しなければな.らぬといふのが現

在の口本の情況ではないか.と母ひ雲.ナ・ さういふこ

とを考5雲 すろ噂に此の口木物理化學研究禽吻 誕生

といふととポ剛 る窟義ある.もゆと考へ,!v#ナ ると

阿時にレ雌の研究會の創立の舞に多頻の蝕 を頂戴

しました所の醸井躓問に,又 此り會の生れるに對し

て非常 な鞍助を下さいました撰井搏士に針 して吾等

は惑謝り熱意 を如何に表は.しても足らないと思ひま

す.

願をヰ.く.ば我が國に於て物」皿化學に醜係して屠らit

る方々り有力なる御援助を戴 きまして本禽がロー目
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と隆盛に殉ひ窪して「1本の物理化畢の題歩は勿論の

.こと,そ れよ"來 る所の緯ての化昂工乘なO其 の他

り蓮歩獲淫といふ ことをうなボ して,口 本が缺乏 し

て居る所の獨制的の天才,模 倣ナるといふことに沒

頭せずに長所 を探 り入れ缺鮎を補ひuの 長所を助長

するやうにして其の践に本曾が少しでも貢獻する二

とが田來a.Lば本會の設立といふ ことが卯贈 に意義を

發揮することと思ふの.であ ります.

何 を串しまして も生れたばか りの赤ん坊であり.ま

す,是 から先戒長ナるかせぬかは此の畢問に從事き

れる方の努力輔翼の如何によることと思ひ#iる か

ら,ど うぞ奈幅の力を本倉の成畏の働にお注ぎ下さ

らんこ.とを一言お願 しまして私りお誘を経 ることに

致 します(拍乎)・

櫻井顧問 私は今英図に參 ります己其の旅行の遑

上に.此 の席に於て何かお話串上げるといふ 二とは

ちょつと私の、直曁理羅髭三璽と縁が遠 くなつて居るの'酉あ

りまナ.随 つてお話申上げるいi材 料を裾つて居り

ませんが堀嶋君から何かお話するや うにといふお話

があ り雲したので,趣 φて簡單なお話でよろしL.・と

いふことであ りますか らそれだけの資を窮ぐ擂に演

.壇に」=つた次第であ りまナ.
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私 は普 段 か ら斯 うい ふ こ と を考 へ てM`n虫 す.何

事 で も一人 の 中心 の人 が あ つ て興 の まは りに熱 心 な

人 が集 つ て來 る な らば 必 ず其 の こ とは成就 ナ ると思.

ふ の で あ ります ・ それ は 百年 以 前 に ドイ ツ とい ふ 閧

Iis-aッ パ の寮 ろ北 の 方 に位 してr;り ま して氣候

もニヒ地 もよ ろ し くない ・ 農業 には 適 しなし㍉ 洵 」二貧

"さ..孑

1∵・..・.'声 嘱

鬘t_鍔一..』
鞠

井 顧
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弱 な國 で あつ た の であ.リ ます,然 るに學 術 を昼 ん に

して學 術 を基 礎 と して 國家 ボ 繁 榮 を画 ら なけ れば な

らぬ とい ふ所 に基 づ き玄 して暫 さ う して化 學方 面 に

於 きま しては リー ピツ ヒ.といふ 作 い學 者 が あ つ て共

の リー ビ ツヒ とい』・先 生 の周 闖 に省・方 面 か ら熱 心 な

學徒 が 集 つ た の で あ 噴ます・ 獨 リFイ ツば か りで は

ない.ヨ ー ロ ッパ各 閣や 又 ア メ リカか ら も リ卩 ピ ツ

ヒの 下 へ馳 せ さ.う.して化 畢 の研 究 をや つ た ので あ り

ます.其 の後 ドイ ツに偉 い昂 者 が漂 山出 た こ とは 中

ナ まで も ない こ とで あ ります・ 是 は全 く リー ビ ツ 匕

が 中心 に な り リー ピ ツ ヒの下 に 殆 ど昔 の者 が集 つ て

屠 つ たf%だ とい つ てfiV`iの で あ り憲す ・・それ か ら

後 に は 色 々の綜 い人 が 出 ま して,兎 に 角.ど うい ふ 方

面 に於 きま して も一 人 の 中心 人 物 が あ っ て其 の 周 園

に熱 心 な る人 が 集 っ て始 め て化 驫 で も何 で も逖 歩 す

る もの であ る といふ こ と を常 々考 へ て屠 るので あq

ま 了㍉

我 國 も鞠理 化摩 に關 し1匿して は先 程 松 井 纏長 の お

謡 の 中 で,緯 畏 りお 言 購 で あ りま すけ れ ど も私 に 開

ナ る事 はを 然 否 認 を致 しまナ・ 私 も大 學 に1晋 り… し

た時 分 には 少 く と も其 の初 期 に於 きま して1ig43+e化

學 とい ふ もり が なか つ た と云 っ て もよ.いの で あ『りま

す.本 信 の物 理 化 學 といふ ものは な し,事 ろ池 円,

大 幸,片 口拷 いふ方 今に よっ て葉 京 帝 大 に於 き玄 し

て物 理 化 學 といふ ものが 始 め ら1レた,今 ・1.1の堀 場 さ

ん は其 の人 か ら指 導 を受 け られ た 其 り闘 係 もあ りま

ナ が,今1;の 堀暑 君 は.御自 身 の御 努 力 に よ る といふ

二 とが貫 へaの であ りま.ナ・ 私 自 身は 勲,理化母 の開

發 と いふ こ とに就.ては 何等 貢獻 し得 なか つ たの で あ

りま す か.ら,其 の こと1こ禦 き雲 しては 昨lI大 販 に 於

きま して懺 悔 話 を致 し雲 した り で あ ります ・ 肉分 は

大 學 に 在 りなが ら俺 等 物理 化 攣 め 方面 に貢 獻 ナ る こ

とが 田來 な か つ た,環=ρ 舅…を ど うす るか とい.ふ こ と

を懴 悔.を した 位 で.こぎい ま して,只 今松 井糖 長 の お

言 葉 は 自分 が 非常 に 和 理化 學 に貫獣 した といふ や う

な言 ひ方 で あ り業 したけiyど も私 ぱ否 認 す るの で あ

りf#.

そ こで 元 へ 奥 りま して,堀 楊 瞭 士 伽Pり 方 を蓮 方

か ら見 てq}q宝 す る と.いふ と.や は り此 の堀 櫓 博廓

が 中心 に なつ て 其の 周 剛 に若 い人 々が 集 つ て其 の指

獄 を受 け て,京 都 に於 けb｢bPl!化 學 の 研 究 を してを

國 に見 ない 特 異性 を有 た しめ てL{る ・ 斯 か る中心 人

物 を有 つ此 の1.1粕 理 化學 研 究曾 の將 來 の 發逹 は期
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して待 つAgで あ るの で あ ります.さ う して之 に釣

して藤 井 さん が 多大 の御 援 助 を輿 へ て下 さつ た.脊

々は噛 理 化 暴 に 多少 繰 故 のあ る者 と して洵 に感 謝 に

堪 へ な いの で あ ります.何 と申上 げ て盛 謝 り童 を表

して い ㌧か 其 の 言槃 を知 らない の であ り まナ,是 は

獨 殖 井 さん が化 學 工 藁 に鬪 保 せ らオして居つ たか ら

養 金 を御提 俳 に な つ た と いふ こ とで は な い と私 は確

くGi-Yaの で あ9ま して吟 堀場 教 授 の 眞 摯 な る研 究

熱 と乂 物 理 化』襲に於 け る非 常 な貢獻 をされ た翻「果 だ

と思 ふ ので あ りまナ・兎 に 循芸 に堀 鵬 君 といふ 巾 心,

さ う して藤 井 さん とい ふ 其 の援 助 をす る一r;.是 で 以

て私 は も う年 々此 の會 は成 長 ナ る もの で あ ると思 ひ

ま す.

私 は洵 に準 備 を しなか つた ので あ り宝 して,唯 一

言 何 か 話せ といふ こ とで あnま したか ら,此 の會 の

出 來 た こ とに對 してお喜 び を申上 げ,さ う して藤 井

iん に對 してお 履 の 賃 葉 を申蓮 ぺ るだ け り ことで あ

りまナ・ 憂 で私 のお 器 を経 ります.(拍 手)

藤 井 麟 問 私 共 が 考 へ て居 る こ とは 先 生 方 か らお

話 下 さい ま した・ 兎 に 角ll本 の 國は 大 分化 學 工業 が

逕 歩 したや うで あ リ裳すけaし .どc元 は 化雛 工 業 は偉

口發 建 して ゐ なか つ た の であ りまナ.も っ と之 をや

らfi7riitら ぬ と考 へ 家 して,そ い つ をQaに は

殉 理 化 學 の 研 究 をや らなけ れ ば な らぬ.ど うして殉

珊{ヒ學 を遘 歩 させ るカbとい 盛・こ と凶ζ大 問題 だ と考 へ

… して,松 井先 生,拠 井先 生,堀 場 先 生,そ して皆

さん方 ポ 此 茗 へ お 築llに な り叢 した が ど う も化 黶 が

遞 歩 † るため には光 虫 方 のお 力 に よ らなけ オLばな ら

'.一 ▼マ....昏 罵』...胃
..ら . ....1
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ぬ.一 人 や 二 人 では い け なy..ど うか 日本 の爲 に 又

世 界 の腐 に御.臨 力 してい たVき 度 い と思 ひ ますL

化 學 の逖歩 といふ こ とに就 て は今 まで 先 生方 が 釦

話 に な.つて も う私 ちつ と もrp上 げ るζ とは ご ざい ま

せ ぬ.少 し3s金 を差 上 げ ま した が,之 を其 の研 究嚢

にお 使 ひ下 さい 玄 して,さ うして化 墨 工 業 に 關 係 す

る方 々或 摩其 の外 の賚 本家 の方 か ら も う少 し賚 金 を

差 出 して下 さい ま して此 の蝶 を大 き く して行 く,

そ和'な ウば 臼的 を逹 せ られ るぢ や な い か と思 ひ ま

ナ.

自分 は も う耄 碌 して居.り.まして 河 も斑 來 ませ ぬ か

ら事 業 界 か らす つかn引 逖 して隱 居の 弔 うで あ り ま

ナ ・ そ1Lに 就 きま しては皆 さん の努 力 に俟 っ よ り仕

方がない,皆 さんがどうか共同 して立汲な化學H本,

少 くとも東洋に於けるドイ.ツ位に して戴きたいとい

ふこ.と.,是:fiど うも皆}ん の力で出來や しないかと

忠ひd.す.ど うか一っ研究なすつてきうして新 らし

vと.を 御考になつて ドイツに負けないやうにして

載 きたい.斯 う云ふ希望を,そ れだけ皆さんにお願

して置.きまナ・(拍 手)

堀 場常務理事 顧閂.を.お願致 しました上田中將閣

下が冊られないので皆さんに宜 しくとの事で啣座ゐ

ます.之 を以て閉會と.いたします.(拍 手)

圃 電披鱗)

閉會 午憐六時ξド(丈 賣肥者)

襯1.
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